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A －85   吋噌墳肉に関 する四'砲-[ 味噌墳肉 のりン含#  I-  つ1.1 T  －

面南唖短 大　 ○皆 野　 栄　　 宮破jご客　 大橋 登美男

目的' 食肉の>|物類 の中でぱ,   叫[噌浦 肉が最t  多ぐ出回っ一乙し るが`，々の製造怯 や

品質に つい-z の詳 細刄検粉 ば見当らなしI。戈こ 拡 今 回， 豚肉と牛肉 吉原料肉t しT

白味噌お■よび赤味噌 七岡･i T 味[噌墳肉古調 製 し，前 回の食塩 の定量･- ,むヽT , 無肴 質

にし ヱ重要であ§  ,     製S) のリ ン含量古定量 した．

方地　 原料肉1ニI丸 豚のa  ~ スと牛o) もも 肉 七，味噌 は白味□f 乙脈叫噌奢用い恕．

まずD 未噌 衣)(恂 に砂嚇 卯'i と塙堵s 雅 七如 えX    よく混如 し,      滉 の半量古/＼"ッドI- 入

41 ‘Z 平らに延ij'し, 兄のよ二にが' ~ゼ七広･ヂフ敷き，々維に原癩斗肉七並べた. ｴfel=，そ

の上にがーゼ`七袖せ■x から礦リ0)  岸量七平らに塗 り， 肉と味口曾の聞に鴫聞 が生じなヽ.
，

ように今で使 分押さえ 七． 最括ら 水 分．茶 発右防止 するため1= サランヲ･ｙプを張 り．

味噌 の表面に密着^ せ，電 気玲蔵庫 内に3 日聞 入れz ． 味噌墳肉 七調 製した．ﾆかこ．

硝嶮 と垣塩 素嶮 き用･にz 叫噌墳肉 の湿式 分解ざ行*S い， 分解以 料哨壕 七碍■te． シフ分

解屈 料壇磯 忿同し･-z eΓomohi Ξ釦こl 襄がってリン(･)定量と行 塚っ恕．

結果　 白叫噌 と恚味噌 をそ峨ぞホ 岡,＼ -z調 製し仁口未・館責豚肉のリン含 量I*  1乱.fc ±

川3り ％ ゛IS6.-5 土IS.5  呵%   z"`あっ 仁．また， 味噌墳 牛肉のリン含量は, 白o味噌 と

も味噌 左用ﾚ･T  調 製 し恕場 合．訥 者 ぜはI  7g.2 土目.3 『 ％，侈 者で･まi引.G 士 ロ.8

り%   ぞあっ た．このよう に,   白o未噌と赤味噌 七用･,i た場 合， ま台豚肉と牛肉 の場亀

味噌墳肉CD りン含量にぱ大きな 差i  Iまみらホ 啄かっ 札 功i-,  味噌哺肉 のリ ン含f  I*

ｉ 塩含f  I- は影響 可し･ごとをt/?- あ后．


